
(一社)熊本県サッカー協会 マ ッ チ コ ミ ッ シ ョ ナ ー 主 審

公　　式　　記　　録 鳥越美智人 山本聖也

大 会 名 ： 平成30年度 第40回 九州高等学校（Ｕ－１７）サッカー大会（九州高等学校サッカー新人大会） マッチ№［4］
日 時 2019年2月16日 9:30 試 合 形 式 60分 会 場 嘉島町総合運動公園多目的競技場（人工芝）

天 候 曇 気 温 7.0 ℃ 湿 度 60.0 ％ 風 弱 ピ ッ チ 状 態 観 客 数

マ ッ チ コ ミ ッ シ ョ ナ ー 鳥越美智人 副 審 １ 城下聡一朗 第 ４ の 審 判 大島空 芝 人工芝
100 人

主 審 山本聖也 副 審 ２ 後藤舜介 記 録 担 当 野口慶 表 面 水含み
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№ out時間 延後 延前 後半 前半 計 計 前半 後半 延前 延後 out時間 №

戸 田 　 哲 平 1 GK GK 1 加 藤 　 享 佑

1 2 濵 田 　 康 成 4 DF DF 2 安 達 　 凜

1 1 飯 野 　 修 司 5 DF DF 3 真 砂 　 陸 1

池 田 　 真 太 朗 11 DF DF 4 小 野 　 将 人

1 山 下 　 玲 15 DF DF 16 内 田 　 孝 介 1 1 57分 5

田 島 　 伊 霧 稀 6 MF MF 7 深 野 　 晃 樹

2 1 2 山 縣 　 聖 大 7 MF MF 8 明 石 　 龍 弥

3 2 1 西 田 　 崇 人 8 MF FW 9 前 原 　 侑 人

北 條 　 真 汰 10 MF FW 10 高 野 　 康 巳

桑 原 　 滉 14 MF FW 11 三 重 野 　 千 尋 1 1 2

2 2 宮 城 　 勝 9 FW FW 12 岩 本 　 翼 HT 6

岩 切 　 真 人 17 GK GK 17 河 野 　 蓮 也

立 石 　 雷 音 3 DF DF 19 仲 摩 　 和 武

野 口 　 貴 仁 16 DF DF 5 安 倍 　 海 斗

和 田 　 秋 斗 2 MF MF 6 岩 崎 　 嘉 人 2 2

上 地 　 泰 雅 12 MF MF 13 堀 内 　 雄 斗

田 島 　 聖 13 MF MF 14 大 峯 　 翔

今 福 　 晃 星 18 MF MF 15 毛 藤 　 順 一 郎

永 井 　 利 政 19 MF MF 20 関 　 雅 人

藤 田 　 啓 太 朗 20 FW FW 18 久 下 　 智 輝

警 告 ・ 退 場 監 督 監 督 警 告 ・ 退 場

時 間 区 分 № 氏 名 理 由 新 田 　 祐 輔 友 成 　 義 朗 時 間 区 分 № 氏 名 理 由
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0 0 9 9 18 シュート 7 2 5 0 0

2 5 7 ＧＫ 12 6 6

2 3 5 ＣＫ 1 1

2 2 直接FK 5 2 3

0 間接FK 0

(1) 1 (2) (ｵﾌｻｲﾄﾞ) (2) (1) 1

ＰＫ

得点時間 得 点 チ ー ム № 得 点 者 ス コ ア ［得点経過記録例］：～ドリブル,→ゴロのパス,↑浮き球パス,×混戦,Ｓシュート,Ｈヘディング

15分 鹿児島城西高校 8 西 田 崇 人 １－０ 左サイド ５ ↑ 中央 ８ ２タッチ以上 左足S

39分 大分工業高校 11 三 重 野 　 千 尋 １－１ 中央 ８ → １１ ２タッチ以上 右足S

54分 鹿児島城西高校 7 山 縣 　 聖 大 ２－１ 中央 １０ → 左サイド ５ → 中央 ７ ダイレクト 左足S

57分 大分工業高校 16 内 田 　 孝 介 中央 こぼれ球 １６ ２タッチ以上 左足S

59分 鹿児島城西高校 7 山 縣 　 聖 大 中央 混戦 ７ ２タッチ以上 右足S

Ｐ Ｋ 戦 の 経 過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

［ 試 合 時 間 ］ 前半　：［：］、後半　：［：］、合計　　　：　　［　　：　　］

【戦　  評】 【記入者：　　　　　　　　　　】迫　宏一 】

やや風が吹く中行われた第４ブロック第１試合は、鹿児島城西が中盤にダブルボランチを置く４:４:２、大分工業が４:２:３:１のシステムでスタートした。鹿児島城西はMF⑩北

條を中心にピッチを広く使い、力強い個の仕掛けからチャンスを広げ先制する。対する大分工業も組織的で粘り強い守備と丁寧なビルドアップで応戦し、一瞬の隙を見逃さず得点

した。両者の持ち味が発揮された好ゲームは、鹿児島城西が勝利し第１試合が終了した。


